
最先端・次世代研究開発支援プログラム

１．研究の背景

超高齢化社会の日本では、骨疾患の解明や骨再生・治療法の確立が急務となっている。ただし、従来型の骨密度を中心

とした診断・治療だけでは、骨医療の限界を迎えていることが世界的にも問題視されている。

２．研究の目標

骨微細構造の配向性（骨を構成するアパタイトの配列度合い）が、骨の強さを支配することに着目し、骨配向性の立場から
骨生体材料学の構築やそれに基づく骨配向性制御に挑戦する。具体的には、生物生体組織と人工生体組織の異なる側
面からの研究開発により、生物の本来的な治癒能力を人為的に引き出すことを可能とする新規材料を創製することを目標と

する。

３．研究の特色

骨密度からは、診断・治療が困難であった骨疾患を、全く異なる概念としての骨配向性の立場から研究する。特に微小領
域Ｘ線回折法に代表される材料学的手法を骨医療に適用することで、未来型骨医療の実現に貢献する。

４．将来的に期待される効果や応用分野

骨配向性制御メカニズムの解明は、新たな骨再生・治療法の実現につながり、骨粗鬆症薬開発への応用や新規人工関
節の実用化などが期待される。さらに骨疾患の発生機構の解明や患者さんへの負担の少ない低侵襲骨診断が実現され、
最終的には骨生体材料の設計指針を根底から覆す新学問の構築につながる。

課題名： 骨微細構造から学ぶ骨生体材料学の構築と骨配向化制御
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生体メカニズムを理解し、骨系細胞を制御し、骨配向化を促す

骨インプラント設計・材料学
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Width : 0.50mm
Depth : 0.50mm
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Width : 0.50mm
Depth : 0.75mm
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骨配向化のための異方性溝・孔の最適化
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●これまでの骨医療の概念を変革し、「骨密度（スカラー）」
医療から「配向性（骨質）（ベクトル）」医療への転換
・骨配向化機構の解明 骨ライフ・イノベーション

・骨配向化デバイスの開発・非侵襲骨質評価法の実現
・生体組織の異方性を模倣した生体以外でも適用可能な

材料の開発（必要な方向に必要な機能を発揮する異方性材
料の創成） 「異方性の材料科学」

○新学理構築（医歯工連携型の学理の創出）

生物生体組織 人工生体組織骨生体材料学の構築
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異方性の材料科学に基づく「骨ライフ・イノベーション」の実現

重みに応じた統合
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